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西アジアは地殻変動が活発な地域で，多くの歴史的巨大地

震が発生している．この地殻変動は現在も継続しており，

地殻変動の最適解を求めることが，この地域の地震・津波

防災に貢献することとなる．特に，西アジアに甚大な地震・

津波被害を及ぼした AD 365 年クレタ (Crete) 沖地震は，

M8.5 クラスであったことが言われている．この地震によ

る津波はギリシャ沿岸のみならず，古代都市であるアレキ

サンドリア (Alexandria)，シリア地域に大きな被害を大き

な被害を及ぼしたことが伝えられている．AD 365 年の地

震は，東部地中海地域の代表的地震であるが，Pirazzoli

(1986) は東地中海周辺の海岸線の隆起地形に着目し，AD 

350-550 年が過去 2000 年に遡ってこの地域で最も地震の

活動期の一つであったことを記述している．当時の痕跡を

現地の地盤隆起の痕跡が今でもクレタ島には存在し，その

特徴と数多くの研究者の AD365 年クレタ地震のパラメー

タを検証し，統計的グリーン関数法を用いて当時の地震動

を推定した．その結果，岩盤上のアプテラ (Aptera) でのは

最大加速度波形の最大値は 328 cm/s2gal となった．この

最大加速度が当時の煉瓦造の構造物，住宅では 60%以上の

構造物が全壊，半壊の状態であることが類推される．堆積

層が厚く，古くから都市が発達しているハニア（Chania）

では，最大加速度波形の最大値は 913 gal と 1G 近い加速

度値となった．被害を予想される地域に多くの人口が集中

することは現代でも変わっていない．

AD365 年クレタ沖地震の震源

地震で崩壊したアプテラの要塞の入り口復元図　
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